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索引用語 :若年者結腸癌,結 腸粘液痛

はじめに

20歳未満の若年者に発生する結腸癌は,全 腸管癌の

0.2%に すぎないとされ',本 邦ではわれわれの調べ得

た範囲で67例の報告があるにすぎないつ～。.今 回われ

われは18歳男子結腸癌の 1例 を経験 したので若子の文

献的考察を加えて報告する。

症  例

症例 i18歳,男 性.

主訴 :腹痛,腹 部膨満感.

既往歴,家 族歴 :特記すべきことなし.

現病歴 t昭和62年 1月 頃 より腹痛があ り近医を受

診,以 後も症状が続 くため, 2月 当院内科を受診し腹

部単純写真上ニボーが散見され,イ レウスの診断のも

とに入院 となった。

入院時現症 :体格は中等度.貧 血,黄 疸はなし.心

音,呼 吸音は異常なく,腹 部膨満を認め,右 下腹部に

腫瘍を触知した.

入院時検査所見 :貧血なし,肝 機能正常,各 種腫瘍

マーカーは正常範囲内であった (表 1),

腹部単純 X線 所見 :小腸ガスが散見された。イレウ

ス管挿入後経過観察 となったが,改 善は得 られなかっ

亨(1.

注腸透視 :上行結腸に閉塞像があった。大腸ファィ

パーでは,肝 弯曲の日側に明らかな隆起性病変を認め

たが, これ以外にポ リープなどの病変は認めなかった

(図 1).生 検の病理組織では悪性所見を認めなかった   が ,形 態学的に悪性腫瘍を疑い,昭 和62年3月 13日手

術を施行した。

手術所見 :上行結腸上方に小児手舎大の腫瘍があ

り, ここで狭窄をきたしていた。触診上硬 く触れ,周

表 1 入 院時検査所見

音弔号ミン  ::♀ 暑をま      孟是
ラーゼ 群 mg/y

T-3‖     060m宮 /」       CRP    2+

D―B‖     0 16 ng/切         Na     140 mEq/2
GOT       14 1U/2        K      43 mEq/2
cPT       ll lU/2        Ci      100 mEq/2
ALP       10 KAu       Ca     98 m87切
LDH      240 1U/2        CEA    46 ng/m2

と酒 弔:幣  盤 4摂電4n,鮮
子転』  133 mg/材    :r 225督184/辞
BUN     12 7 m宮 /d2
クレアチエン  1  0  n g /切
尿酸     5 5に /切

図 1 注 腸透視 (左)と 大腸内視鏡 (右)所 見.注 腸

透視では上行結腸の完全閉基を,内 視鏡では隆起性

病変を認める.

<1988年11月2日受理>別 刷請求先 :小寺 泰 弘
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表 2 若 年者 (20歳未満)結 腸癌の本邦報告例
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年次 年齢 性  発 生部位 組 織型
18 男  上 行結腸 ?
14 男  回 盲部  粘 液癌
17 男  S状 結腸 粘 液癌
16 女  横 行結腸 腺 癌
19 男  横 行結腸 粘 液癌
19 女  横 行結腸 腺 癌
19 男  上 行結腸 粘 液寝
19 男  上 行緒腸 腺 癌
16 男  上 行結腸 ? Stage V
16 男  横 行結腸 粘液癌   ?
12 男  下 行結腸 粘液癌   ?
17 男  横 行結腸 粘 液癌   ?
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図2 摘 出標本 (上)と病理組織像 (下,HE染 色,×

200).病理組織像では印環細胞の索状増成と粘液湖

の形成を認める.

囲に多数の リンパ節を触知したため,術 式は 3群 リン

パ節郭清を伴 う結腸右半切除術 とした。

摘出標本肉眼所見 :塊状で明らかな潰瘍形成はしめ

さず, I型 ,S2, N2(十 ), PO, H。,M(一 ),stage lv

であった (図 2).

病理組織学的所見 !粘液湖の形成を認め,一 部に腺

管形成を認める粘液癌の所見で,奨 膜下層にいたる印

環細胞の索状増成,浸 潤を示しss,ly2,Vl,aw(― ),

ow(一 ),1群 リンパ節に転移を認め,組 織学的進行程

度は stage IIIであった (図 2).

シスプラチン,5‐FUに よる補助化学療法を 6ク ー

ル施行したが,術 後 7か 月でイレウス症状をきたし,

再入院 となった。この際 computerized tomography

(CT),超 音波検査では肝転移,局 所再発の所見はな

かった。さらに胸腹部に皮膚転移が多数出現し,新 た

にシスプラチン,ア ドリアマイシン,エ トポン ドによ

る化学療法を行ったが効なく, イ レウス症状の増悪に

力8え,diSseminated intravascular coagulationを 合併

して大量吐下血をきたし,術 後11か月で死亡した。

剖検所見 :全身に皮膚転移を認めた。小腸,結 腸は

相互に癒着 し,胃 より直腸に至る全消化管粘膜に明瞭
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な周堤を有する転移巣が多発した。腸粘膜下の リンパ

小節に癌細胞の著明な浸潤を認め, これらを起点とし

て転移巣が粘膜面に突出していること,肺 ,肝 に転移

巣を認めないことよリリンパ行性の転移 と思われた。

腹膜播種も軽度に認めた。

考  察

若年者の結腸癌については多 くの文献があるが,何

歳以下を若年者 とするかについて統一的な見解がない

ため,そ の考察内容もまちまちである。本邦では一般

に,40歳未満を若年者 とする場合が多 く'0,欧 米では

不良 と報告 されているのゆ予後についても様々な見解

があ り,む しろ若年者のほ うが予後が良いとする報

告り,治 癒切除率では高齢者 と差がないとする報告。も

表 3 若 年者結腸癌の診断

自党症状 (5捌中)

腹 痛     45例  76%

曜 吐     17例  29%

硬部膨お感   13例  22%

血便,下血    3例  14%

便通異常    7例  12%

発 第     2例   3%

術前診断(52例中)

イレウス    18例  35%

ぉ      1 4 例  2 7 %

その他のほ癌 10例  19%

虫垂炎     6例  1 2 %

腹膜炎     4例   8 %

表4 若 年者結腸癌の予後(記載のある48例について)

1年来積生存率

2年県相生存率

表 5 組 織型と進行程度分類

％

％

５５

“

組織型(62例中)

高分化腺活  6例

中分化腺箱  2例

低分イし腺着  2例

腺   稿  20例

粘 液 お 2 8 例

印環細胞病  4例

進行程度分類(39例中)

Stage 1   6例

Stage I1   4例

Stage ll1    5例

Stage tV   8例

S t a g e  V  1 6 例

5 2 %

1 5 %

1 0 %

1 3 %

21%

41%
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ある。20歳未満に対象を絞ると,症 例数も大幅に減少

し,ポ リポーシスに合併した症例を除外すると,過 去

の文献 より検索 し得た範囲で67例りりの報告があった

(表 2)。 これらを考察して20歳未満若年者結腸癌の特

徴を見ると,男 女比は 7:3で Ilaらかに男性に多い。

主訴は,腹 痛45例 (76%),嘔 吐17例 (29%),腹 部膨

満感13例 (22%)と ,非 特異的であ り,術 前に癌 と診

断されていたのは,わ ずか14例,27%で あった(表3).

特に,粘 液癌の場合,粘 液下に浸潤性に広が り,術 前

の生検において,本 症例のごとく陰性に出ることがあ

るいので注意を要するものと思われる。予後が半J明し

ている48例より算出した 1年累積生存率は56%と 不良

であった(表4).組 織型 としては年齢を問わず予後不

良1りとされている印環細胞癌 4例 ,粘 液癌28例で合わ

せて52%を しめてお り(表5),成人例 と趣を異にした。

これが若年者症例の予後を悪 くする要因と思われる。

3年 以上生存 している44/11は,い ずれも中～高分化腺

癌であった。また,各 文献の記載をもとに進行程度分

類を試みたが,分 類可能であった39例中 Stage IV症

7118例,Stage V症 例16例で合わせて62%を しめ (表

5),進 行例が多い。術式の記載されている41例中,治

癒切除術施行例は18例であり,治 癒切除率は44%と 不

良であった。非切除ないし非治癒切除症例23例中14例

が癌性腹膜炎をきたしていたのが特徴的であった。 こ

れに対し,肝転移の記載があるのは 1例 のみであった。

結  語

18歳男子の結腸粘液癌に対 し結腸右半切除術を施行

した。症例は術後11か月で腫瘍死し,剖 検では皮膚,
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胃,小 腸,大 腸に多発性の転移を認めた。20歳未満の

若年者結腸癌には予後の悪い粘液癌が多 く, さ らに,

進行癌が多 く, しば しば癌性腹膜炎を ともな う。治癒

切除率は44%, 1年 累積生存率は56%と 不良である.

なお本論文の要旨は第31回日本消化器外科学会総会にお

いて発表した。
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